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平成14年度放送大学大学院開設予定授業科目講義内容

平成13年11月発行

　第　　1　版

放送大学学園

教務三教務課



回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名

放送担当
u　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

平成11年9月末に全国で100歳以上の長寿者が11．346人になつ
た。この人たちは、明治32年以前に生まれており、長寿のため
にどのような生活をすべきかを私たちに教えている。
本章では、この人たちの発育期および加齢期に生涯健康を支

14 100歳以上の超
w諶ﾒの増加

えてきた運動、栄養、睡眠が現在と比較してどのようであったか、またそれらが身体的能力にどのような影響を与えたか、そ

生田　香明 生田　香明
して100歳を超す長寿者がこの4～5年1000人のペースで増加を続
けていることと、平均寿命が男女とも世界一を保持しているこ
となどから、誰でも長生きできるとの認識が広まっているが、
その通りになるかなどについて解説する。

少子高齢社会が進行している我が国では、子どもの身体的能
カが低下を続ける一方で、年齢相応の身体的能力の高い高齢者
が増加を続けているため、平均寿命がわずかながら伸びてい

15
生涯運動が生涯健

Nに果たす役割

る。

@本章では、これまでの内容を総括しながら、国民の生涯健康のために国がどのような施策を打ちだしてきたか。また100歳を

同　上 同　上

超すためには4つの関門をクリアしなければならないこと、その
ためには最も適当な時期に最も適切な運動をすることが極めて
重要であることなどについて解説する。
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＝学校臨床心理学（’02）＝＝（R）

〔主任講師 馬場　謙一（放送大学教授）〕

全体のねらい
　児童生徒の精神的健康に関わる諸問題を分析し、それらの背景に、社会・家庭・学校がどのように関与しているかを
明らかにし、児童生徒の健康な成長を促していくためにどのように問題を解決していくべきか、また、心理的援助をど
のように与えていくべきか、種々の立場から方策を探っていく。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
学校臨床心理学の

v請

　児童生徒の情緒障害、教師の心身の疲労、学校内の種々のト
宴uルなど、学校をめぐる多岐にわたる問題の原因を考え、心
搖wの領域からどのような寄与ができるかを検討する。

馬場　謙一
i放送大学
ｳ授）

馬場　謙一
i放送大学
ｳ授）

2
学校臨床心理学の
ﾚ的と対象

　学校をめぐる諸問題に、臨床心理学が何を寄与できるか、問
濶�?ﾉどのような視点と方法を提供できるか、その可能性と
ﾀ界を考える。また、学校臨床心理学のあるべき姿を考える。

同　上 同　上

3

学校臨床心理学の

菇@①
ﾍ動的方法

　学校臨床心理学を実践していく場合、種々の立場により方法
ｪ異なってくる。ここでは力動的立場について述べ、その有効
ｫについて検討する。

同　上 同　上

4

学校臨床心理学の

菇@②
s動的方法・

　学校臨床心理学を実践していく場合の行動的方法について、
攪_的な立脚点と具体的な応用の方法を述べる。

茨木　俊夫
i埼玉大学
ｳ授）

茨木　俊夫
i埼玉大学
ｳ授）

5
学校臨床心理学の

ﾀ践
　児童生徒及び教師への心理的援助をいかにして行うか、また
Z内の心理的諸問題の予防活動はどうあるべきかを考える。

同　上 同　上

6 児童・生徒の理解
　児童生徒の心をどのようにして理解し、それを教育、心理的
㍼普A生活指導などにどう生かして使って行くかを考える。

芳川　玲子
i横浜国立

蜉w助教
�j

芳川　玲子
i横浜国立

蜉w助教
�j

7
カウンセリングの

賰b

　傾聴、受容、共感など、カウンセラーに求められる基本的な
ﾔ度と、生活史的発達論的理解と自我機能に関する知識の重要
ｫなど、カウンセリングの基礎となる事柄を述べる。

馬場　謙一 馬場　謙一
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
ui　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8
学校カウンセリン
Oの理論と実際

　学校カウンセリングの原理、方法、対象について述べ、ついでその実際について事例にそくして検討する。

芳川　玲子 芳川　玲子

9
学校教育相談の意
`と実際

　学校において教育相談の果たすべき役割とその意義について述べ、ついでその実際について事例にそくして検討する。 平尾美生子
i昭和女子
蜉w教授）

平尾美生子
i昭和女子
蜉w教授）

10 学校臨床の実際
@不登校

@　　　　　　　　　　　　　　　ρ

鍋田　恭孝
i大正大学
ｳ授）

鍋田　恭孝
i大正大学
ｳ授）

11 学校臨床の実際
Aひきこもり

ひきこもりを続ける児童生徒について、その実態と援助の方法を述べる。

同　上 同　上

12 学校臨床の実際
Bいじめ

いじめ現象の心理的背景、いじめの実態、解決の方法について
qべる。 同　上 同　上

13

学校臨床の実際④
w業不振・学級崩
�ﾈど

芳川　玲子 芳川　玲子

14
教師への協力と支
≡ﾌ制

岡田　守弘
i横浜国立
蜉w教授）

岡田　守弘
i横浜国立
蜉w教授）

15
学校臨床心理学の

ﾛ題

　学校臨床心理学が直面している種々の課題を明確化し、その解決の方法を考える。

同　上 同　上
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　　＝生涯学習論（’02）＝（R）
　　　　　　　一生涯学習社会の展望一

〔主任講師　：岩永　雅也（放送大学教授）〕

全体のねらい
　近代国家では、例外なく、学校教育システムが人的資源の形成と配分の最も重要な装置またはエージェントとして機
能してきた。そこでは、若年時に得た学歴を主な指標とする達成評価と選抜の結果が職業達成や社会階層を決定し、人
生のありかたさえも決めてしまうようなメカニズムが働いていた。学歴社会と呼ばれる社会の形態である。しかし、高
齢化や少子化、脱工業化といった大きな流れの中で、従来のそうした仕組みが十全に機能しなくなったことが指摘され
るようになっている。学校教育の枠をこれまでのように固定的で絶対のものと考えない生涯学習の理念が、とりわけ現
代の状況に適合的な考え方として重要視されるようになってきている。本講義では、そうした今日的な状況をふまえ、
社会全体を見通すマクロな立場から、まず近代国家に必須であった人材形成の仕組みとしての学校と社会の歴史的な関
係を概観し、それが変容を遂げつつある今日の諸事情を傭瞼する。ついで生涯学習に関わる社会的経済的な状況の変化
を整理し、世界各国の生涯学習の現状を概観した上で、望ましい「学習社会」実現の展望と、それに向けての課題の整
理を行う。本講義の履修にあたっては、ミクロな視点に立つ学部科目r生涯学習と自己実現』を履修しておくことが望
ましい。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 生涯学習の出自

　生涯学習の理念はどのような背景のもとで、いつ、どのよう
ﾈものとして登場し、社会にどう受け入れられてきたのだろ
､。ここでは、まず生涯学習の出自とその背景を整理し理念の
ﾏ遷を跡付けることで、生涯学習を社会全体の視点から検討す
驍ﾆいう姿勢を明確にしていく。

岩永　雅也
i放送大学
ｳ授）

岩永　雅也
i放送大学
ｳ授）

2 近代国家と教育

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼@近代国民国家は、例外なく学校教育制度を近代的国民の形成
ﾉ利用してきた。そうした近代化における国民教育としての学
Z教育の意味と役割について検討する。その上で、特にわが国
ﾌ明治初期に早生的に萌芽していた生涯学習的理念の国民教育
I理念への転換についても考察を加える。

同　上 同　上

3 学歴と人材配分

　わが国は、戦後教育改革以後、高度経済成長期を経て、学校
ｳ育による付与資格が労働市場での人材配分の大勢を決すると
｢う、いわゆる「学歴社会」のシステムを作り上げてきたとい
墲黷ﾄいる。生涯学習の理念とは対極にあるともいえるその人
ﾞ育成・配分システムについて検討する

同　上 同　上

4 学校教育の限界

　戦後半世紀にわたり、わが国の社会化と文化の機能的中枢に
ﾊ置してきた学校教育の功績とその意義を明らかにした上で、
ｻ代の学校が直面する教育力の低下の現状を分析する。さら
ﾉ、教育の自由化、六年一貫制などそれを克服するための種々
ﾌ試みについても、その有効性を検討する。

同　上 同　上

5
労働とリカレソト

ｳ育

　わが国は、伝統的にOJT（就業しながら技能を修得する）の比重

ｪ高い社会であった。しかし、生産技術や情報技術の著しい進
烽ﾍ、OJT中心の技能修得を困難にしつつある。労働とその技
p習得を巡る環境変化と、新しいリカレソト教育の潮流につい
ﾄ紹介し、その今日的な意味を探る。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・：職名） （所属・：職名）　　、

成人教育には、移民や長期滞在外国人などのニューカマー1こ

対する再教育という政策的側面があったが、広義の社会政策の
視点から、伝統的な成人教育の政策的な意義とその変遷、そし

6
成人教育と社会教

て現代の生涯学習への継続性といったテーマを詳細に検討す
驕Bまた、その日本的な形態である社会教育もすぐれて政策的
ﾈ意味を持っていたが、現在、社会の総体的な多様化と価値の

岩永　雅也 岩永　雅也

自由化の潮流の中で、従来型の社会教育はその使命を終えつつ
あるといわれている。ここでは、その歴史的な意義とその功罪
を整理して考察する。

1990年代後半に入り、わが国でもさまざまな社会的変動の表

7
社会変動期の生涯

w習

出が顕著に見られるようになった。高齢化、少子化、情報化の
?ｵい進展、産業の空洞化、長期の不況と雇用の低迷、グロー
oライゼーションの進展等といった変動する今日の社会状況

同　上 同　上

と、それらが生涯学習に与えるインパクトについて考察する。

労働環境の変化、あるいは主婦のライフコースの変化に伴
い、自由裁量時間のあり方が質量ともに変化してきている。ま

8 余暇とスポーツ
た、余暇活動の一環としてのスポーツ活動も変わりつつある。
坙{人の余暇生活とスポーツ活動の変化をさまざまな側面から、

同　上 同　上

検証し、それが生涯学習とどう関わっているかについて実証的
に検討する。

多くの行政主体では、社会教育からの継続性を保ちながら生
涯学習に関する支援施策が行われている。行政による生涯学習

9
生涯学習支援と行

ｭ

支援の現状と問題点を具体的に考察し、あわせて生涯学習指導
ﾒのリクルートや育成が地域的にどのように行われているかに
ﾂいても検証する。また、生涯学習に関わるボランティア活動

同　上 同　上

や情報提供、データベース（バンク）などについてもその現状
を紹介する。

今日、生涯学習は無視することのできない巨大な市場を構成

10
事業としての生涯

w習

しつつある。生涯学習それ自体が巨大な事業分野となっている
ﾆいってもよい。事業あるいは経済活動としての生涯学習はど
ﾌように運営され、どんな問題を抱えているのだろうか。ここ

同　上 同　上

では生涯学習の経済学的な考察を試みる。

世界各地の生涯学習の現状とその特色を紹介する。特に近代
大学が発祥した欧州諸国と生涯学習の最先進国である米国を中
心に取り上げる。欧州諸国では、その伝統と社会変動との狭間

1
1
海外の生涯学習

で多様な可能性を模索する現状を、また、早くから成人教育へ
ﾌ積極的な取り組みが見られた移民国家米国では、近年のITの

同　上 同　上

発達を背景に、年齢層、目的、レベル、学習方法等に関して非
常に多様な生涯学習実践が行われている状況を、それぞれ紹介
する。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

世界には、放送大学と同様に何らかのメディアを利用して遠

12
世界の遠隔高等教 隔教育を行っている大学が数多く存在する。各国の生涯学習の

d要な一翼を担うそれらの遠隔高等教育機関の現状を紹介し、 岩永　雅也 岩永　雅也

その社会的背景と課題について検討する。

情報通信技術の飛躍的な進展によって、生涯学習者、とりわ
け個別在宅学習者にとって非常に強力な学習ツールが提供され

13 IT時代の生涯学習 るようになった。IT時代とも呼ばれる現代と近未来のメディア 同　上 同　上

環境を概観し、IT化の生涯学習への影響と今後の可能性につい
て考察する。

生涯学習は、ややもすると施設や機会の提供、支援システム

14
生涯学習の評価と

ｲ査

の構築といったインプットのみで語られがちであって、その成
ﾊや学習者の達成についての評価調査が見落とされる傾向にあ
驕Bここでは、生涯学習への評価および学習者の意識などを調

同　上 同　上

平する具体的な方法について学習する。

ごく近い将来、すべての定型的な教育が生涯学習を軸に統合
され、学ぶことに関する限り規制や障害のない「学習社会」が

15
「学習社会」実現

ﾖの道
出来すると期待されている。しかし、その実現のためには、多
ｭの問題が解決、改善されなければならない。望ましい学習社

同　上 同　上

会を実現するための条件、課題にどのように取り組んでいくべ
きかについて議論を展開する。
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　　　＝情報教育論（’02）＝（TV）
　　　　　　　　一教育工学のアプローチー’

〔主任講師：菅井　勝雄（大阪大学教授）　〕
〔主任講師：赤堀　侃司（東京工業大学教授）〕
〔主任講師：野嶋　栄一郎（早稲田大学教授）　〕

全体のねらい
　近年、情報化社会の進展によって、学校教育から高等教育に至るまで、情報教育は必須のものとなり、　「情報教育
論」の構築が要請されるようになってきた。そこで、本科目では情報通信技術の進歩、社会の情報化、学校教育の情報
化などと、人間の学習や発達、また必要な能力の育成との相互関連を考えながら、情報教育論を論述する。なお、副題
に示すように、教育工学のアプローチによる。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

1 情報教育論の概説

　初回なので、情報教育論の概説を試みる。近年、情報教育論
ｪ、教育学の一分野としてなぜ登場することになったのか、ま
ｽその目的とするものは何か、さらに、学としての特徴は何か
ﾈどを論じながら、今回の講義の全体像を概説する。

菅井　勝雄
i大阪大学
ｳ授）

菅井　勝雄
i大阪大学
ｳ授）

情報教育が始まる前のメディアと人間の学習や発達との関係

2
メディアと学習～
﨣�ｳ育の準備期

を含ませ、特に理論的な観点から取り扱う。それは主として、
ｳ育工学におけるコンピュータ利用の教授・学習システムの変
Jなどを論じる中で示される。それはまた、教授環境から学習

同　上 同　上

環境の重視への方向でもある。

情報教育が我が国で始められてからの人間の学習や発達との

3
情報と学習～情報
ｳ育のスタート

関係を、特に理論的な視点から取り扱う。ここではまた、1980
N代の分散型情報化から、1990年代のネットワーク型情報化へ
ﾌ進展とも関連し、情報教育の在り方の変質とその発展が論じ

同　上 同　上

られる。

メディア利用の学習環境の構成と広がりに関して、その実際

4
学習環境のデザイ を3例あげて論ずる。最初に、小学校における算数理解システ

?A続いて、コンピュータ支援協調学習システム、最後にテレ
同　上 同　上

ビ放送とインターネット融合システムをとりあげる。

社会生活を送る上で必須の能力がリテラシーであるが、情報
社会では情報の読み書きに相当する情報リテラシーが注目され 赤堀　侃司 赤堀　侃司

5 情報とリテラシー るようになった。また、メディアリテラシーを含め、広く情報 （東京工業 （東京工業
技術を活用する能力が求められてきた。その考え方について述 大学教授） 大学教授）

べる。

教科の中で教科目標を達成する教育方法としての情報手段の

6
小・中学校におけ
髀﨣�ｳ育

活用と、情報技術を活用する情報教育が実際の小・中学校で展
Jされている。この実践を紹介すると同時に、情報手段の活用
ﾆ情報教育について、その特徴といくつかの課題について述べ

同　上 同　上

る。

我が国では高等学校に普通教科「情報」と専門教科「情報」

7
高等学校の教科
u情報」

が新設されて、その教科が実施されようとしている。その教科
ﾌねらいについて概説する。特に普通教科「情報」については

T念が広い。その背景となっている考え方と特徴について述べ
同上 同上

る。
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一

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

我が国では教育の情報化推進のために、100校プロジェクトや

8
教育の情報化の進

W

Eスクウェアプロジェクト、こねっと・プランなど実践的な取
闡gみがなされてきた。また、教員研修、情報処理技術者派 赤堀　侃司 赤堀　侃司
遣、ボランティア活動支援などの取り組みについて、その盛夏
と課題について述べる。

該当年齢人口に占める大学在籍率が50％を超えるユニバーサ

9
インターネット利
pによる遠隔教育

ルアクセス型の時代を迎え、オンキャンパス型の大学にオフ
Lャンパス型の大学の機能を併せ持つ必要性が生じてきた。早
蛛Aスタンフォード大の事例を中心に、遠隔教育の具体例と将

野嶋栄一郎
i早稲田大
w教授）

野嶋栄一郎
i早稲田大
w教授）

来展望を試みる。

ニュージャージー州プリンストンにあるET事を訪問するか 野嶋栄一郎 野嶋栄一郎
デジタルネット たちで、コンピュータベースドテスティングの基礎理論、テス

10 ワークを利用した ト項目の収集と分析、管理、コンピュータ環境について詳しく 村木　英治 村木　英治
テスト 解説し、さらに将来的な可能性について言及する。主幹研究員 （ETS主 （ETS主

村木英治氏に解説依頼する。 幹研究員） 幹研究員）

ディジタル化された教育環境、教育方法の紹介に焦点化す

11
大学における教育
菇@の改善

る。　（1）ディジタルコンテンツの例として早稲田大学演劇博
ｨ館の事例、　（2）バーチャルリアリティによる教育事例、
i3）電子教科書による授業事例を柱に、それらと大学教育の

野嶋栄一郎 野嶋栄一郎

改善を関連づける。

前迫　孝憲
（大阪大学

12 情報技術の進展

　通信ネットワークの広帯域化や携帯端末の普及など、情報技
pの進展について展望する。さらにEUの国際マルチメディア
ｳ科書プロジェクトや台湾情報通信科学館などを事例に、新技
pの教育利用や技術リテラシ「の育成について考察する。

前壷　孝憲
i大阪大学
ｳ授）

教授）

Qスト
ｺ條　真司
i大阪大学サ

Cバ一三
デイアセン
ター教授）

前迫　孝憲
タイやメキシコ、世界銀行などの遠隔教育プロジェクトや、
中国教育テレビに連動した衛星インターネット、　「松原式」 ゲスト

13 地域の情報化 ネットワークなどを事例に、地域教育ネットワークについて考 函迫　孝憲 吉田　雅巳
察する。さらに、米国スーパーネットなどを事例に、規制緩和 （メディア教
と教育の役割について検討する。 育開発セン

ター助教授）

情報化の進展は、産業の生産性を高め、我々の生活に便利さ 坂元　　章 坂元　　章

14 情報化の光と影
や楽しさをもたらす一方で、人間が元来持っていたさまざまな
¥力を失わせ、非倫理的な行為や犯罪を誘発するとされる。こ

（お茶の水女

q大学助教
（お茶の水女

q大学助教
うした情報化の光と影について研究や実践の実際を紹介する。 授） 授：）

最終回なので、これまで講義してきたことを踏まえ、情報教 菅井　勝雄 菅井　勝雄

15 情報教育の課題
育の課題をめぐって、3人の主任講師を中心として、座談会形
ｮでいくつかの項目について討議する。情報技術、情報デバイ 赤堀　侃司 赤堀　侃司

ド、教員養成、研究方法論などをとりあげる。
野嶋栄一郎 野嶋栄一郎
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＝発達心理学（’02）＝（TV）

〔主任講師 内田　伸子（お茶の水女子大学大学院教授）〕

全体のねらい
　ヒトは回りの人々との対人的やり取りを通して人間化、文化化への道を辿る。人間は生物学的な制約を受けながらも
環境刺激によって道程が規定されながら発達を遂げる。発達の可塑性はきわめて大きく、しかも生涯発達し続ける存在
である。本書は「生涯発達」・「文化」・「生涯学習」の視点に立ち、気質、感情、対人関係・自己意識・言語・思考
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「研究ノート」など発達の諸相を描き出す。各章末には、その章で扱われた領域での代表的な研究を取り上げ、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　として
解説することにより、その領域における問題意識を具体的な研究課題にまで収敏させる方法論を読者に知らせることを

めざしている。

回 テ　　一　　マ 　　　　　　　　　　　　　｝焉@　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

手 発達心理学のﾛ題　と　方法

　1950年半以降の発達心理学研究の動向を概観して発達心理学
ｪどのような科学でありどんな役割をになっているものである
ｩを考察する。さらにそうした課題がどの程度達成されている
ﾌか、今後なすべきことはどのようなことであるかについても
ﾓれる。次に発達心理学研究において用いられる主要な方法に
ﾂいて紹介する。最後にこの科目全体の構成とそのねらいにつ
｢て説明する。

三宅　和夫
i北海道大

w名誉教
�F）

三宅　和夫
i北海道大

w名誉教
�j

2
発達初期の子ども

ﾌ能力

かっては新生児・乳児は無能な存在とみなされていて心理学の
､究はこの時期のことをあまり扱っていなかった。ところが20
｢紀半ばを過ぎるころから、この時期の発達についての研究が
ｷんになり、新生児・乳児が素晴らしい能力を持った能動的な
ｶ在であることを明らかにするような実証的資料が次第に蓄積
ｳれてきた。ここではこうしたことについて具体的に研究例を
ﾆりあげて説明し人間の発達における発達初期の意義を検討す
驕B

同　上 同　上

3 気質と行動の発達

　誕生後問もない新生児であってもその行動特徴においてかな
閧ﾌ個体差が見られることが知られている。それは生得的なも
ﾌであると考えられるが、養育にあたる母親などに少なからず
e響を及ぼすものである。ここではこのような生得的基礎をも
ﾂ行動特徴すなわち気質についての主要な研究を紹介し、さら
ﾉ発達初期の気質がどのようにその後の行動発達とかかわって
｢るかについて考察し、．さらにそのことを通じて発達の安定
ｫ・可変性の問題についても検討する。

同　上 同　上

4

世界を捉えるしく
ﾝ：象徴機能の発
ｶとことばの獲得

　子どもは誕生時から感覚器官をフル回転させて環境と活発に
竄閧ﾆりしている。環境との感覚運動的なやり取りを通じて外
Eの認識を形成しているが、乳児期の終わりから対人的やり取
閧ﾌ中で視覚的共同注意や社会的参照、3項関係の成立に伴い、
ﾛ徴機能が獲得され内面世界が成立するようになる。ことばは
ﾛ徴機能を基盤に、生物学的制約と環境からの入力により獲得
ｳれていく。ことばの獲得は世界認識や対人関係の拡大をもた
轤ｷ。

内田伸子
iお茶の水
落q大学大
w院教授）

内田伸子
iお茶の水
落q大学大
w院教授）

5 情動の発達

　情動表出や情動知覚の研究、情動のダイナミックシステム的
Aプローチを紹介しながら、情動の古典的理論と最近の機能主
`的理論を比較しながら説明する。情動と行動との関係につい
ﾄ、情動とコミュニケーション、情動と社会的行動、不安や
fィストレスの制御、ディスプレイルールの発達について研究
�?Sに説明する：また、情動の個人差について、気質と情動
ﾌ関係、情動体験と自我、情動の文化差という観点から紹介す
驕B

氏家　達夫
i名古屋大
w教授）

氏家　達夫
i名古屋大
w教授）
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執筆担当 放送担当回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名
（所属・職名） （所属・職名）

自律性の発達を生涯発達と文化の観点から説明する。自律性
／

は文化的文脈の中で、子どもの状態の調整やしつけなどの親要

6

他律から自律へ：

齊qシステムと自
･の発達

因と、気質特徴、愛着、反抗などの子ども要因との相互作用を
ﾊじて発達する。子どもは他律的存在から自律的存在へと発達
ｷる。自律性は大人の発達課題でもある。子どもを育てる過程で親自身も成長する。そこには自律性の部分的な放棄が含まれ 氏家　達夫 氏家　達夫

る。成人期において自律と他律の新たなバランスが求められ
る。

乳幼児期から老年期までの対人関係の発達を扱う。人は生ま
れたときから家族の一員としての生活が始まり、家族の中での
人間関係は発達にとって最も重要な環境を構成する。家族に 臼井　　博 臼井　　博

7 対人関係の発達
とっても新たなメンバーの加入により、そのシステムの変容が
Nこり、メンバーそれぞれの年齢の変化にともないメンバー相

（北海道教

迹蜉w教
（北海道教

迹蜉w教互の間の関係の質も大きく変わっていくプロセスとメカニズム 授） 授）

を考察する。また、家族の外の人間関係、特に仲間関係の影響
も触れる。

子どもの拡散的思考、想像力は生活や対人的やり取りの中で
発達していく。想像力の発達と軌を一にして、幼児期後期に

想像力の発： は、世界や自己を語る手段としてのディスコース（談話や文

8
思考能力の拡大と｝一“アィスコ　ースの 章、物語）が成立する。幼児初期～児童期にかけての、ディスコースの表現形の変化を追跡し、その表現をささえる創造的想

内田　伸子 内田　伸子
成立へ 像のメカニズムや認知機能について考察する。またの成立を支

える創造的想像のメカニズムの発達について表現形の変化から
探る。

日本の幼児教育の実践の特徴を主にアメリカのそれとの比較
を通して描き出していきたい。具体的には最近のアメリカと日

9
日本の幼児教育実

H　の　特　徴

米の研究者たちの日米の幼児教育場面のエスノグラフィーや調査データを利用しながら、実際の教師の実践の方法、その背後にある教育の目標、児童観の違いを考察する。特に、教師のも

臼　井　　博 臼　井　　博

っ土着的な教育方法に関する素朴理論（ethnopedagoy）を取
り上げて、分析を行う。

子どもが生活の中で育んできた一次的ことばは読み書き能力
の獲得にともなって二次的ことばへと重層的な発達をとげる。

学校文化のディス 読み書き能力によって時間・空間を隔てたコミュニケーション

10
コ　ース：

曹ｭこと・考える

が可能になるとともに思考の手段として内面世界に深く関わるようになる。読み書き能力を獲得するという課題は、学校文化

内田　伸子 内田　伸子
こと に適応することにつながっている。作文の情報処理過程や自分

史の意義の考察に基づき、書くことと考えること・生きること
の関わりについて探る。

学校で学ぶこととして、いわゆる認知的学習のほかに、社会
的なスキル、さらには知的な課題解決の構えに影響する動機づ
けシステムの発達について、学校文化と関連づけて考察する。

11 学校での学び また、学校における社会化の重要なage：ntとしての教師の子ども 臼　井　　博 臼　井　　博
との相互交渉のしかた、教師自身の職業的な発達についても考
える。その場合、教育実習の効果を含め、教師教育の在り方に
ついても生涯発達の視点から考察する。
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

現代社会は産業によって供給される情報伝達手段や情報表現
手段が多数あり、大人と同様子どもも長時間接し、特に家庭や
学校などを越えた広い世間への窓になっている。最初に接する 無籐　　隆 無籐　　隆

メディアからの 活字メディアとしての絵本は親子の人間関係の中で本への導入 （お茶の水 （お茶の水
12
学び を行う。その後、読書へと発展する。テレビ、テレビゲームは 女子大学教 女子大学教

映像的メディアとして新たな活動を生み出し、子どもに大きな 授） 授）

影響を与える。電話やインターネットが新たな人間関係を作り
出している。

発達心理学は、子どもから成人の発達を検討することを通し
て、発達の歪みやそこで生じる心理的問題の発生的根拠を示
す。だが、その発生の要因は単一であることは滅多にない。多

13
「臨床実践の発達

I基礎」
くの「危険（リスク）」要因が関与し、また要因に影響される
x合いの個人差も大きい。例として、うつ病や食異常の問題を

同　上 同　上

取り上げ、発達的リスク要因を解説する。また、家族や学校に
おけるメンタルヘルスの保持への教育や介入の代表的方法を紹
介する。

1歳頃の身体的自己の成立から初め、4歳頃に心が実体とし
て存在することを理解する。そこから児童期に掛けて、自己概
念が次第に成立する。児童期の後半に入ると他者との比較によ
る自己概念が成り立ち、自己尊：重感の程度が重要になる。思春
期に入ると、孤独感も感じるようになり、自己の見直しが行わ

14 自己意識の発達
れる。その模索から成人期に入る頃に大人としてどう生きるか
ﾌ自覚が成り立つが、その見直しは生涯にわたり繰り返される

同　上 同　上

だろう。メディア毎に年齢を追って記述する。1）絵本への接
触、2）本への導入、3）テレビメディアへの接触とテレビ的
世界への導入、4）テレビゲームと架空世界の楽しみ、5）電
話とインターネットが変える人間関係のトピックスを取り上げ
る。

中年期の発達について、既存の理論や研究と同時に、現在
行っている追跡研究からいくつか事例を紹介しながら説明す

15

成熟と老い：

ｬ人期～老年期の
wび

る。エイジングは発達ととらえることができる。個人は、さま
ｴまな変化にアクティブに適応している。それは、心理的適応
ﾆいう側面と新たな技能の習得という側面からなっている。個
lは老いるということを学ぶのである。また、心身ともに健康

氏家達夫 氏家達夫

を保っている高齢者の研究を紹介し、豊かな老いについても考
える。
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　＝才能教育論（’02）＝（TV）
　　　　　　　一スポーツ科学からみて一

〔主任講師：宮下充正（放送大学教授）　〕
〔主任講師　：平野　裕一（東京大学助教授）〕

全体のねらい
　遺伝的に規定されている範囲内で、子どもの能力を最大限に伸ばすためには、個人の個性を考慮し発達の度合いに応
じて、もっとも適切な教育が提供されるべきことはいうまでもない。この科目では、個人の成長・発達と密接な結び
つきをもつスポーツの分野に限定して、高度な能力を効率的に育成するためにはどのような教育がなされるべきかを、
スポーツ科学関連分野で蓄積されてきた知見に照らして考えたい。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
才能は教育できる

ｩ

　才能とは、特異的な目的を達成させることのできる、遺伝的
ﾈ要因が強く影響するが訓練すればそれだけ高度になる能力と
闍`する。そして、才能教育の目的は、それぞれの特異的な分
?ﾉおいて優れた成果を生みだすことができるように能力の向
繧�､ながすことである。スポーツにおける才能教育につい
ﾄ、今後解明されるべき問題点を挙げる。

宮下　充正
i放送大学
ｳ授）

宮下　充正
i放送大学
ｳ授）

2

スポー・ツパフオー
}
ン
ス
の
制
限
因
子
一
体
力
と
運
動
技
術
　
、

　スポーツの成績は、運動に必要とされるエネルギーの産生能
ﾍと、エネルギーを運動の目的に応じて効率よく利用する能力
ﾆによって決まる。この能力には向上の著しい年齢がある。そ
ﾌ年齢における教育の成果をいくつかのスポーツを例に検討す
驕B

平野　裕一
i東京大学
赴ｳ授）

平野　裕一
i東京大学
赴ｳ授：）

3
運動能力とその発
Bにおける遺伝性

　運動を遂行する能力は、どの程度先天的に決定され、あるい
ﾍ、どの程度後天的に開発可能なのだろうか？最近、分子遺伝
w的研究、双生児法・発育発達学を組み合わせた研究などによ
閨A新たな知見が蓄積されつつある。それらの成果を、紹介、
�烽ｷるとともに、今後すすめられるべき研究の方向を提示し
ｽい。

山本　義春
i東京大学
ｳ授）

山本　義春
i東京大学
ｳ授）

4
随意運動の獲得一学習と発達一

　運動は筋肉の活動によって発現するが、その活動は脳・神経
nの働きによって制御される。これら脳・神経系の働きの中に
ﾍ、恒常性維持という観点から自動的かつ不変（系統発生的）
ﾆ考えられているものもあれば、適応・学習といった現象で表
ｻされるように、可塑性に富んだものもある。脳・神経系の作
p機序に関する最近の研究動向を紹介し、例えば自動性と可塑
ｫとの境界など、解決されるべき課題を考えていきたい。

同　上 同　上

5

系統発生的動作
ｩ、個体発生的動
?ｩ一歩くと走る

　誕生して1年目ぐらいから歩け、2年目ぐらいから走れるよ
､になる。これら歩くと走るは、特別な訓練をしないでも身に
ﾂく動作なのだろうか。歩く、走るの運動力学的解析から、こ
ﾌ問題を探っていきたい。

中村　好男
i早稲田大
w教授）

中村　好男
i早稲田大
w教授）

6

個体発生的動作の
w習一跳ぶ

　跳躍動作は、段差のあるところがら跳び下りる、水溜りを跳
ﾑ越すといった経験を経て身につく。跳ぶ機会の減少した中で
ｬ長する子どもの跳躍能力は年々低下している。跳躍動作の解
ﾍから、この問題を提起したい。

深代　千之
i東京大学
赴ｳ授）

深代　千之
i東京大学
赴ｳ授）

7

個体発生的動作の
w習一泳ぐ

　学習しなければ身につかない代表的動作である泳ぐについ
ﾄ、まず、初心者が泳ぐという動作を身に付けるまでと、世界
ﾌトップレベルの記録が出せる泳力を身につけるまでの経過を
�烽ｷる。

宮下　充正 宮下　充正
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8

体発生的動作の学
K一投げる

　上手にボールを投げる動作の学習は人間にしかできない動作である。この事実には直立二足歩行という人間の最も基本的な

g体的特性が深く関わっている。人間には誰にでも上手に投げ
轤黷驩ﾂ能性が与えられているが、適正な年齢に適正な指導や
繒Kがなされないと十分にその可能性を生かすことはできな
｢。

桜井　伸二
i名古屋大
w助教授）

桜井　伸二
i名古屋大
w助教授）

9

個体発生芸界作一止まっている

{ールを打つ

　打つ動作には、木づちで叩くといった動作から、止まってい
驛{ールを長いクラブで打つゴルフがある。ゴルフはボールを
唐ｭへとばすばかりではなく、その方向も重要である。アメリ
Jにおけるゴルファーの教育機関での指導過程を紹介し、その
∠攝ｫを追求したい。

深代　千之 深代　千之

10

個体発生的動作の
w習一動いているボー

汲�ﾅつ

　動いているボールを打つ動作には、飛んでくるボーールを打つ
eニスのストロークや野球のバッティングなどがある。野球王
巣Aメリカでの野球選手の養成課程を紹介し、飛んでくるボー
汲�ｳ確に打つ才能を伸ばす視点を提示したい。

平野　裕一 平野　裕一

11

力強さの増強一レジスタンス・

gレーニング

　好成績を収めるためには、発揮する力が大きい方が有利なス
|ーツの競技種目がある。このような筋力の向上に関与する栄
{、運動、休養などの因子について解説し、レジスタンス・ト
戟[ニングの今後を展望する。

同　上 同　上

12

ねばり強さの向上一二ンジュアラン

X・トレーニング

　運動を長時間続けていても、からだの動きの速さが低下しな
｢方が有利なスポーツの競技種目がある。このような持久力に
ﾖ与する生理学的機能について、マラソンのトップランナーを
痰ﾉあげて解説する。

八田　秀雄
i東京大学
赴ｳ授）

八田　秀雄
i東京大学
赴ｳ授）

13

中高年齢者に見ら
黷驪ｳ育効果一未開発だった才

¥の発掘

　長寿社会となり生涯学習が盛んになった。そこでは、さまざ
ﾜな運動講座が開催されている。成長期に経験しなかった動作
l式が中年を過ぎても身につく事実から、才能教育の可能性を
Tってみたい。

中村　好男 中村　好男

14

身体障害者に見ら
黷驪ｳ育効果一だれでも上手に

ﾈれる

　社会福祉の一部考えられていた障害者スポーツの中からも競
Zスポーツ志向が芽生え、パラリンピックに参加するスポーツ
Gリートのパフォーマンスは驚くほど高度である。健常者と異
寛ﾒという二大別は無意味になりつつある。個人の能力を最大
ﾀに伸ばす過程について障害者のスポーツ参加から考える。

桜井　伸二 桜井　伸二

15

個性と成長段階に
桙ｶた運動指導の
蜉

　1個の細胞から増殖し、複雑な組織体となって誕生した個人
ﾍ、その遺伝的制約の範囲の中で、成長という時間と環境とい
､刺激とによって影響されながら成熟していく。　その過程で
ｳ育はどうあるべきか考えていきたい。

宮下　充正 宮下　充正
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＝逸脱行動論　（’02）＝（TV）

〔主任講師
〔主任講i師

清永　賢二　（日本女子大学教授）〕

徳岡秀雄（京都大学教授）〕

全体のねらい
　最近の青少年による逸脱行動に焦点を当て、1．逸脱行動研究への導入、1工．逸脱行動研究の理論、皿・逸脱行動研
究の方法、IV．少年の逸脱行動過程、　V．逸脱少年の司法過程、　VI．逸脱研究の最前線と逸脱の行方、等について社会
学及び社会心理学的視点から総合的体系的に論じる。本講義によって、少年たちによる逸脱行動の世界的スケールに
立った最新の知識を学ぶことが可能となると同時に、逸脱行動への受講生自身の知的探求行動を促進滑1生化することを

目的とする。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 逸脱行動の世界

　少年たちによる逸脱・非逸脱・反逸脱行動が境界性を喪失し
ﾈがら膨張を加速化している。何が逸脱行動か、何が逸脱行動
ﾅないのか。社会全体の価値や規範の混乱を背景に、少年たち
ﾌ間での逸脱世界も揺れ動く。逸脱世界を傭醸し、そこでの少
Nたちの逸脱的行動実体についての全体的相貌と問題を論じ
驕B

清永　賢二
i日本女子
蜉w教授）

清永　賢二
i日本女子
蜉w教授）

ｿ岡　秀雄
i京都大学
ｳ授）

2
逸脱研究の今日的

ﾓ義

　逸脱は悪か。悪とは何か。悪は悪か。悪は不正義か。悪は時
ﾆして正義ではないのか。それでは正義とは何か。一画的皮相
I「逸脱一悪」論を検証し、少年による逸脱行動の現実的作用
ﾆ意味を問い直す。

岩永　雅也
i放送大学
ｳ授）

岩永　雅也
i放送大学
ｳ授）

3
「非行少年」の発

ｾ

　非行という概念は、少年観の成立と共に、犯罪と貧困とは相
ﾝ因果的であり、しかも幼少期の経験に大きく規定されている
ﾆの認識に基づいて、刑務所から犯罪少年を、救貧院から浮浪
凾�~出し、両者のために少年救護収容施設が創設される過程
ﾅ生み出された。犯罪少年プラス貧困少年という非行の原型
ﾍ、文化・時代による修正を受けながら、今日にいたってい
驕B

徳岡　秀雄
i京都大学
ｳ授）

徳岡　秀雄

4 実態・理論・政策

　文化と歴史に規定された社会規範からの逸脱の一部が犯罪・
�sとして把握される。その実態を説明しようとするのが理論
i仮説）であり、政策は理論を根拠に採用されるものだと想定
ｳれる。しかし本章では、実態→理論→政策、という常識的見
�謔閧烽ﾞしろ、現実には、政策→理論→実態、という流れな
ﾌだという点を強調したい。そこに大きく関わってくるのが、
w後仮説という概念である。

同　上 同　上

5
社会的緊張理論の
h枯盛衰

　社会学的犯罪理論が成長し、シカゴ学派とマートンのアノ
~ー論とを統合した分化的機械構造論へと精緻化される。この
攪_（仮説）は時代の追い風を受けて、ケネディ政権のシンボ
挙I政策にまで発展した。理論と政策との相互規定関係をたど
驍ﾆともに、理論（仮説）は、さらに大きい時代的背景の中に
ﾊ置づけてこそ意味を持ちえたのだという側面を明らかにす
驍U

同　上 同　上

6
時代精神としての
宴xリング論

　政策・理論・実態、三者の相互規定性を如実に物語る一例と
ｵて、1960年代後半から70年代のアメリカを席巻したラベリン
O論を取り上げる。伝統的実証主義の発想を逆転させたラディ
Jルな主張が、時代精神の変化と共にたどった命運を記述す
驕Bまた、ラベリング論の政策化は、意図的行為の意図せざる
級ﾊ、潜在的逆機能の例示としても面白い。

同　上 同　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

7
逸脱行動の量的把

ｬ

　具体的に逸脱行動をどの様に把握し理解するのか。1つの方法として官庁統計を中心とした各種量的把握方法がある。量で把握される「人間行動」の長所と短所、意義と限界、現実場面における具体的展開手法について論じる。

清永　賢二 清永　賢二

8
逸脱行動の質的把

ｬ
同　上 同　上

9 逸脱行動の現象学

　少年による様々な逸脱行動が噴出する。個々の逸脱行動がそれ自身で、あるいは複数の行動が相互に量り纏れあいながら、時代時代の逸脱行動世界を紡いで行く。複雑に繕り振れた逸脱行動の現象を解きほぐし、歴史的時間や文化の変遷の中での逸脱行動の現象学的特性を解析する。

同　上 同　上

10
原因理解のための
攪_枠組み

　少年はなぜ逸脱行動を働くのか。原因追及のための様々な理
_枠組みが用意される。下位文化論、社会的葛藤論、社会的統
ｧ論の3理論を中心に、少年による逸脱行動の原因追及のため
ﾌ理論の整理ど、こうした理論を下敷にした仮説モデルの設定
�獅ﾝる。

同　上 同　上

11
逸脱行動の定量的
O牲的療因探求 同　上 同　上

12
少年法の歴史と現
A在

　「非行」の発明以来、少年保護体制が充実し、世界最初の少年裁判所がシカゴに創設されるまでの経緯を解説する。

@続いて、日本における明治期以後の少年司法政策の発展過程を略述する。それは統制網の拡大・深化、すなわち刑罰を補完する保護処分から刑罰に代わる保護処分へ、さらには保護処分優先主義へと、保護処分対象者が増大する過程でもある。

徳岡　秀雄 徳岡　秀雄

13
これからの少年司

@

　2001年4月から施行された改正少年法は、5年後の見直しを規
閧ｵている。少年司法の現在的課題を明らかにするためには、何か争点で何が変更されたのかを確認しておく必要があろう。

@また、改正点の一つに、近年急速に認識され始めた被害者へ
ﾌ配慮がある。アメリカでの均衡・修復司法という実践が、日
{文化の中で応用可能か否かを検討しておくことも重要であ
驕B

同　上 同　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

14
青少年問題の変質
ﾆ対策のジレンマ

　青少年問題全体の、またその重要な一部としての少年犯罪の
�j的変遷は、いずれも反対社会型から非社会への変質として
ﾁ徴づけられる。それは、モラル・パニックを背景にして、対
ﾇ療法的対策をとり続けてきたことの帰結であると解せられ
驕B

@道徳的社会化を成功させるためには、モラル・パニックに惑
墲ｳれずに、あらゆる場面でタイプA的統制の可能性を追求する
ｱとが肝要であると思われる。

徳岡　秀雄 徳岡　秀雄

15

逸脱研究「知」の
ﾅ前線と少年たち
ﾌ行方

　　　　　　　　　　　　　　　、@少年による逸脱行動も21世紀を眼前に様々な変容を遂げよう
ﾆしている。その変容に対し、世界の逸脱行動研究は、どの様
ﾈ対応をし、少年の逸脱行動のどの様な側面に注目し、研究を
iめようとしているのか。逸脱行動研究の知め最前線を世界的
Xケールで探る。同時にどうした「知の窓を通して21世紀社
?ﾅの逸脱少年の実像の行方を追う。

清永　賢二 清永　賢二
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＝臨床心理学両論（’02）＝（R）
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〔
〔
〔

玲子（放送大学教授）〕
謙一（放送大学教授）〕
俊子（放送大学教授）〕

全体のねらい
　臨床心理学は精神医学をはじめとする数多くの近接領域と深く関わっているので、これらと臨床心理学の関連にふれ
る。さらに、臨床心理学の目指すもの、援助の学とは関係性の学であること、などに視点を置いてこれまでの代表的な
実践的理論と技法、今後新しい展開が予想される点について講義を進める。なお、二人のゲスト（河合隼雄先生、村瀬
嘉代子先生）を迎えてトッピックスを語ってもらう予定である。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 臨床心理学とは
　心理臨床活動が行われている領域、論文に見られる具体的
eーマ、心理臨床の学習と訓練、実践と研究における倫理につ
｢て述べる。

橘　　玲子
i放送大学
ｳ授）

橘　　玲子
i放送大学
ｳ授）

2

臨床心理学と精神

繩w1
ﾕ床心理学の歴史

　臨床心理学と精神医学の関係を述べ、臨床心理学に影響を与
ｦた代表的な研究者を紹介する。また、アメリカと日本の臨床
S理学の歴史にも触れる。

同　上 同　上

3

臨床心理学と精神

繩w2
ｱころの病：神経

ﾇ

　神経症の概念と歴史、その類型と病前性格、状況論を含む心
�ﾆ心理療法の可能性などについて述べたい。

馬場　謙一
i放送大学
ｳ授）

馬場　謙一
i放送大学
ｳ授）

4

臨床心理学と精神

繩w3
ｱころの病：精神

a

　精神病とは何か、その特質と種類について述べ、各種精神病
ﾌ病理と治療についても触れる。

同　上 同　上

5

臨床心理学と精神

繩w4
ｱころの病：心身
ﾇ一摂食障害を中
Sに一

　心身の相関性と心の問題の身体への現れ方について述べ、心
g症の代表として思春期の摂食障害を取り上げてやや詳しく検
｢する。

同　上 同　上

一1　47一



回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

6

臨床心理学と近接

ﾌ域1
N学

　臨床心理学的援助を支える考え方の枠組みとして哲学からの
e響は大きい。　「臨床の知」　「トポスの知」　（中村雄二郎）などを紹介しながら、心理臨床とその研究・調査についての基本的枠組みについて考えてみたい。

橘　　玲子 ＝橘　　玲子

7

臨床心理学と近接

ﾌ域2
ｯ俗学

　臨床心理学は基本的には臨床場面での個人やグループの心の
?阨福ﾆかかわる学問であるが、個人の心というからといっ
ﾄ、社会や文化、儀礼や風習と無関係では実は全くない。今回
ﾍ現代の心理療法場面においてクライエントの心に現れる「イ
＝[ジ」が、「昔話」と深いかかわりがあることを検討してみ
ｽい。

同　上

　　　［

ｯ　上

8

心理アセスメント
P臨床心理学的援助

ﾉおけるパラダイ

　心理臨床家は面接技法も含めて多様な援助の方法があること
�mり、その特徴を理解してクライエントの現状に合った援助の仕方を選ぶことが必要である。留意点など、具体的な例を挙

ｰて検討する。

同　上 同　上

9

心理アセスメント
Qアセスメント面接

　クライエントの問題はこれまでの、そして現在の対人関係や
ﾂ境が関わってくる。相談の趣旨、相談の意図、家族からの情
�Aクライエントの歴史などアセスメントのための面接を述べ
驕B

同　上 同　上

10

心理アセスメント
R心理テスト

　心理テストは心理臨床家の重要な技法のひとつである。異常という判断の問題、心理テストの背景、現在使用されている代

¥的なもの、実施上の問題点、報告書の書き方など基本的なこ
ﾆを述べたい。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

心理アセスメント 得られた情報から、クライエントの知的機能やパーソナリ

11
4見立て：クライエ ティ像、病態のレベル、変化の可能性などについて心理臨床家

ﾌ視点からクライエント像を描く。見立ての必要性、臨床的援 橘　　玲子 橘　　玲子

ント像を描く 助への生かし方、訓練の必要性などにふれたい。

12
心のはたらき1
[層心理学

　意識と無意識　自我、イド、超自我　コンプレックス、葛藤
ﾈど、心のはたらき方に関する重要な概念がある。そのはたら
ｫ方のアウトラインを説明する。

馬場　謙一 馬場　謙一

自我は未だ意識に登らない様々なイメージを無意識として内

心のはたらき2 包している。人間が社会に適応するとき、自我は社会と内界の

13 自我と無意識の関 調整をしている。このはたらき方と自我の防衛機制、症状形成 同　上 同　上

係 について述べる。自我心理学とその流れについても解説する予
定である。

本章では意識と無意識のかかわりの中から現れる「失策行

14
心のはたらき3
ｸ策行為と夢

為」と「夢」を取り上げる。Freud，　S．が「失策行為」と「夢」

ﾉ対してどのような「接近法」　「姿勢」を示したか、心理療法
ﾌ中でそれらの理解をどのように生かしていけるか検討してみ

同　上 同　上

ることにしたい。

15
こころと身体：性

�lえる

　「性」に対する多面的な検討を加えたい。本能としての性、
s動を支配する性、性とエロス、同性愛、性転換の問題などを
謔闖繧ｰたい。

橘　　玲子 橘　　玲子
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

16
トピックス：

S理臨床と私

　村瀬嘉代子先生に聞く
S理臨床の道を歩んでくるとき、何を大切にしてきたか。理論と実践とをどのように関連させて考えてきたか。統合的アプローチということを考え、実践するようになった背景について

B

橘　　玲子

橘　玲子

Qスト
ｺ瀬嘉代子
i大正大学
ｳ授）

17
ライフサイクル論
P心理臨床と発達論

小此木啓吾
i東京国際
蜉w教授）

小此木啓吾
i東京国際
蜉w教授）

18
ライフサイクル論
Q乳・幼児期

ライフサイクルのもっとも初期の乳幼児における心的機能と母子相互作用、その病理としての関係性障害などについて、乳幼児精神保健及び精神分析的発達研究の観点からお話をする。

同　上 同　上

19

　　　　　　　、

宴Cフサイクル論
R児童期

滝口　俊子
i放送大学
ｳ授）

滝口　俊子
i放送大学
ｳ授）

20
ライフサイクル論
S思春期・青年期

　自分自身への関心の深まる青春期に生じる種々の葛藤、性別同一性などについて、事例を通して詳述する。

同　上 同　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

21

ライフサイクル論
T中年期

　思秋期とも呼ばれる中年の、心の揺れとその収束について、
沫痰�ﾊして紹介する。

滝口　俊子
　　　　　、
鼬禔@俊子

22

ライフサイクル論
U老人期

　心身の老いの問題、特に誰もが向かう死の準備としての老年
冾ﾉついて、述べる。老人の知恵についても触れたい。

同　上 同　上

23
心理療法1
ｸ神分析療法

　Freu（L　S．は催眠から自由連想法に技法を展開し、精神分析療

@を確立した。クライエント・治療者関係、主として治療過程
ﾉ現れる抵抗、転移・逆転移、行動化その他重要な概念を説明
ｷる。

馬場　謙一 馬場　謙一

24

心理療法2
ｪ析心理学的心理

ﾃ法

　分析心理学とは、日本ではユング心理学とも言われていると
ｱろがらわかるように、Jung，　C．　G．の創始した心理学に基礎を

uく心理学である。分析心理学的心理療法を40回分でお話を
ｷるのは、不可能に近いが、今回は、いわゆるユング派では、
l間の心が示す「症状」や「問題」　「苦悩」を基本的にどのよ
､に理解するかという根本に絞って考えてみることにしたい。

大場　　登
i放送大学
ｳ授）

大場　　登
i放送大学
ｳ授）

25
心理療法3
?k者中心療法

　Rogers，　C．は来談者中心療法という方法を提示した。この方

@は戦後の日本にいち早く紹介され、日本の心理療法幕開けと
ﾈった理論でもある。ここではカウンセラーの姿勢の問題を取
闖繧ｰて考えたい。

橘　　玲子 橘　　玲子
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

26
心理療法4
F知行動療法

　学習理論に基づいて実験によって基礎づけられた行動修正法をEyse：nck，：H．」Lは「行動療法」としてまとめた。技法的にも理論的にも、現在は一層多様となり、認知行動療法、社会学習理論モデルなど代表的流れを紹介する。

橘　　玲子 橘　　玲子

27
心理療法5
煌ﾏ療法・森田療

@

この二つの心理療法は日本で生まれた。森田正馬が確立した森田療法と吉本伊信が開発した自己啓発による内観療法の特徴について紹介する。

同　上 同　上

28
心理療法6
W団心理療法

　エンカウンター・グループやファンタジー・グループについての紹介とその利用、今後の展開を述べる。

同　上 同　上

29
コミュニティと心
摎ﾕ床

地域臨床活動場面で心理臨床と近接領域とのネットワーク、コ
塔Tルテーション・リエゾンなどについて考える。特にスクー
泣Jウンセラーの具体的活動を例に挙げながら、新たな問題も提示したい。 同　上 同　上

30

トピックス：

ｱれからの心理臨

ｰ
同　上

橘　玲子

Qスト
ﾍ合　隼雄
i京都文教
蜉w学術顧
竅j

一一@1　5　2　一一



＝臨床心理面接三論（’02）＝（R）
　　　　　　一心理療法の世界一
　〔主任講師：大場登（放送大学教授）〕

全体のねらい
　実際の心理臨床の現場で臨床心理学的面接ないし心理療法を行ってゆくにあたって、心理療法家（サイコセラピスト）に
とってもっとも基本となる姿勢・留意点、そして、心理療法（サイコセラピスト）技法論の基礎について体系的に学習する

ことを目的とする。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
はじめに：心理療
@と生きた個性

　臨床心理面接特論の講義を始めるにあたって、心理療法とい
､ものが、ある心理療法を創始した「ある生きた個人」　「その
ﾂ性」、そしてその心理療法の研修を受けた、あるいは、受け
驕Aある「生きた個人・生きた人間」　「その生きた人間の心」
�ｲきにしては始まらない・語れないという根本について考え
ﾄみたい。

大場　　登
i放送大学
ｳ授）

大場　　登
i放送大学
ｳ授）

2
耳を傾ける・自然

｡癒力

　心理療法というと難しい理論やテクニカル・タームの勉強か
邇nまると思う人もいるかもしれないが、実は、心理療法の基
{は、　「共感的に耳を傾ける」すなわちクライエントの話を傾
ｮすることであり、そめプロセスの中で、クライエントの心の
ｩ然治癒力に働いてもらうことである。

同　上 同　上

3 心理療法の器
i1）

　心理療法という営みは、基本的にはサイコセラピスト（以下
Zラピストと略）とクライエントの問で生起するが、この営み
��ｦ、保護するものとして、　「心理療法の器」というものが
K要である。　「レトルト」といったイメージを思い浮かべても
轤､とよいかもしれない。

同　上 同　上

4 心理療法の器
i2）

　「器」に保護される中で、心理療法のプロセスは初めて進行
ｷる。セラピストの守秘義務から始まって、面接時間・面接
ｺ・面接頻度、料金といった「面接構造jとも言われるもの、
ﾇのような心理療法機関（医療機関、大学相談室、個人開業）
ｩ、どのような心理療法の立場・姿勢に立ったセラピストか、
ｻの他様々の構成要素によって「器」のカラーが生まれてく
驕B

同　上 同　上

5

トピックス：心理

ﾕ床の現場から
Q①私立心理療
@機関

　本講義では、トピックスとして、様々の心理臨床の現場での
ﾀ際の心理療法、個々の現場固有の特徴・経験：・感動・難しさ
ﾉついても紹介してゆくことにしている。第1回の今回は、カ
Eンセリングセンターや心理療法研究所という形でサイコセラ
sーを開業している心理療法機関から学んでみたい。

同　上

大場　登

Qスト：

O浦　和夫
i山王教育
､究所）
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執筆担当 放送担当回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名
（所属・職名） （所属・職名）

6 初　回　面　接

　面擦の初回は、クライエントとセラピストの関係を創るために重要な基盤であるので、緻密な配慮を要する。また、初回面接には、その後の全面接過程が凝縮されていると言っても過言ではない。初回面接での留意点について、詳述する。

滝口　俊子
i放送大学
ｳ授）

滝口・俊子
i放送大学
ｳ授）

心理療法とアセス クライエントをセラピストの感情に流されずに理解するため

7 メント（1）

齔ｬ人の場合

には、アセスメントが必要である。アセスメントの理論と実際
ﾉついて説明する。時には、精神医学的な診断の必要であるこ
ﾆについても触れる。

同　上 同　上

8

心理療法とアセス
＜塔g（2）
齊qどもの場合

　年齢や性格によっては、心理検査を用いるアセスメントも行われるが、幼い子どもの場合は、プレイセラピーをしながらのアセスメントになる。また、親面接による情報も子どものアセスメントの素材となる。

同　上 同　上

クライエントも様々の症状・傾向・問題を持って心理療法機

9

セラピストの個性
ﾆクライエントの
ﾂ性

関を訪れるが、相対するセラピストも、当然の話ではあるが、様々の傾向・性格・カラーを持っている。そして、’この両者の

竄ﾅ固有の心理療法プロセスが生じる。マニュアル通りにはゆかない面白さと困難さが、ここにあり、　「相性」というテーマ 大場　　登 大場　　登

ともとりくまなければならない。

滝口　俊子

トピックス：心理 ゲス　ト　：

10
臨床の現場から
鼇Aスクールカ

　スクールカウンセラーの役割と課題について、実際の体験を通して学んでみたい。

滝ロ　俊子
香川　　克
i京都文教

ウンセリング 大学・公立
中学スター
ルカウンセ
一フ　一　）
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

11

セラピストの心に

bｩぶ疑問・連
z・イメージ・仮

　クライエントの姿・語ること・症状に「耳を傾け」ている
ﾆ、セラピストの心に、いろいろな疑問・連想・イメージが浮
ｩんでくる。あるいは、セラピストなりの見立てや仮説も、そ
ｵて、時にはその見立てと抵触するイメージが浮かんでく，るこ
ﾆもあろう。

大場　　登 大場　　登

’12 セラピストの問い
ｩけとコメント

　「共感的に傾聴」することが、サイコセラピーの一方の柱だ
ﾆすれば、クライエントの話を傾聴しているうちに、セラピス
gの心に浮かぶ疑問・イメージや心の揺れ・仮説を見つめ、こ
黷ﾉ基づいて、クライエントの反応を慎重に見守りつつ「問い
ｩけ」をしてゆくことが、もう一方の柱と言えるだろうか。

同　上 同　上

13

セラピストとクラ
Cエントの関係性
i1）

　クライエントの訴え、セラピストによる傾聴、両者の個性
ｪ、　「器」の中で次第に「煮詰まって」くるにしたがって、ク
宴Cエントの心の中の様々な、「外的・内的人物像」は、心理療
@で相対している「セラピストj像と微妙なつながりを持ち始
ﾟる。

同　上・ 同　上

14

セラピストとクラ
Cエントの関係性
i2）

　クライエントから投げかけられるクライエントの心の中の
u外的・内的人物像」、そして、その「人物像」に伴う複雑で
Z密、時に圧倒的な様々の感情は、セラピストの心に一定の心
搏I影響を及ぼさずにいることは決してない。かくして、セラ
sストの心もまた、　「器」の中の「心理的なプロセス」に必然

Iに関与してゆくことになる。

同　上 同　上

トピックス：心理

ﾕ床の現場から
Q③医療機関

15 （病院・クリニッ

N・精神科・心療
煢ﾈ・小児科・
mICUその他）

　今回のトピックスは、医療機関での心理臨床の仕事の紹介で
?驕B医療機関といっても、多くの人々が思うような伝統的な
u精神科・神経科」だけでなく、今日では、心療内科、小児科、

｢わゆるMCU（新生児集中治療室）そして、ホスピス、歯科領
謔ﾅさえ、心理の仲間が働いている。

同　上

大場　登

Qスト：

ｴ本　洋子
i聖マリア
塔i医科大
w横浜市西
舶a院新生
剳a棟）
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へ

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師，名

（所属・職名） （所属・職名）

心理療法の仕事をしていると、人間の心にはどうやら、自分
で意識している「意識」領域を超えて、広大な「無意識」の領
野が存在していると考えた方が理解しやすい経験に出会うこと

16 意識と無意識
が多い。そして、この「無意識」には、今日あまりに安易に語
轤黷驕uトラウマ」といった過去の記憶ばかりではなく、実 大場　　登 大場　　登
は、　「陰と陽」　「影と光」　「腐敗と生成」　「魂」　「癒し」

「死」　「エロス」　「男性と女性」その他その他の実に豊かなイ
メージが満ち溢れている。

言語表現の発達途上にある子どもとの面接において用いられ

17 プレイセラピー
ているプレイセラピーについて、事例を交えながら紹介する。プレイセラピストに見守られながらの遊びは、短に情緒が開放

滝口　俊子 滝口　俊子
される体験にとどまらず、自己治癒力が活性化するのである。

クライエントは、家族と深く結びついているので、セラピー

18 家　族　面　接
への協力を得るために、家族とも面接することは重要である。
ﾆ族成員の変化は、全体としての家族の変容と無関係ではあり 同　上 同　上

えない。家族面接の技法と留意点について述べる。

箱庭療法という言葉は、なんとなく耳にしたことがある人が
多いかもしれない。もともとはチューリッヒのKalff，　D．が始

めた心理療法技法であるが、日本に渡ってくるや、あっという

19
箱庭療法その他の
Cメージ療法

間に全国の心理療法関係機関に浸透してしまった。それというのも、日本には、昔から「盆：景」　「箱庭」の世界があり、子ど

大場　　登 大場　　＝登

もだけでなく、成人もまた、自らの「世界」を非言語的に表現
して、その「心のイメージ」と交歓・交感する伝統があったか
らのようである。

詫

大場　登

20

トピックス：心理

ﾕ床の現場から
鼇C教育相談
梶E教育センター

　今回は、全国三都道府県・各都市にあって、子ども達の心理
Iな問題（課題）・あるいはその家族の抱えている心理的困難
ﾉ、必要な場合は学校と連絡をとりながら、心理療法的サービ
Xを提供している「教育相談所・教育センター」の紹介であ
驕B

同　上

ゲスト：

b斐　由美
i東京都板
ｴ区教育相
談所）
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

古代ギリシャで、人々が心身の病に見舞われると、人々はア
スクレビオス医神の神殿を訪ねた。斎戒沐浴の後、彼らは神殿

21 夢　と　癒　し
最奥の小部屋で眠り、　「癒しの夢」の訪れを待った。日本の古
縺E中世においても、人生の困難や病に出会った人々は、　「貴
D」や「石山」に詣でたり、　「観音」さんに篭って、　「癒しの

大場　　登 大場　　登

夢」の到来を待った。

古代ギリシャ・アスクレピオス神殿で当時の人々が夢による
癒しを求めた営みはインキュベーションと呼ばれるが、Meier，

22 心理療法と夢i1）
C．A．によれば「このインキュベーションが2000年の眠りを経

ﾄFreud，　S．の診察室・自由連想のカウチで復活した」と言わ

同　上 同　上

れる。

たしかに心理療法で、我々がクライエントの話に耳を傾けて

23 心理療法と夢i2）

いると、　「そう言えば今朝こんな夢を見ました」と報告される
ｱとが多い。　「耳を傾ける」とは、この意味で、　「心の最奥か
轤ﾌ声」あるいは、「人間の意識を超えた領域からの声」に対

同　上 同　上

してのことでもあるのかもしれない。

心理療法の面接でクライエントの語ることを注意深く聴いて
いると、クライエントの心の中、いわゆる内界で焦点化ない

24

心理療法とコンス
eレーション（布

し、活性化されている、あるいは前景に出ているテーマと見事
ﾉ対応する外的・現実的出来事が、クライエントの周囲で生じ 同　上 同　上

置） ていることをよく経験する。だからこそ、一見「外的・日常
的」だけと思われるクライエントの経験にも我々は、大きな関
心を寄せて傾聴することができるとも言えよう。

滝口　俊子

25

トピックス：心理

ﾕ床の現場から
鼇D産業・企業

　職場におけるカウンセリング・産業カウンセリングの役割と
ﾂ能性について検討してみたい。

滝口　俊子
ゲスト：

･輪　尚子
iソニー
i株）人事
センター
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回 テ　　一　　マ r　　　内　　　　　　　　容 執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

26

　　ノ

｢難な事例との出
?｢

　心理療法の営みを続けていると、セラピストは、必ずといってよいほど圧倒的な難しさ・無ヵ感・不安を感ぜざるを得ないようなクライエントに出会うものである。それまでの僅かな、いわゆる成功経験など粉微塵に打ち砕かれるような出会い。「心の専門家」などという言葉は、以後、決して使えなくなるような経験：。人間の心の闇は恐ろしい程に圧倒的で、且つ深い

烽ﾌである。

大場　　＝登 大場　　登

27
心理療法の面接と

L録 同　上 同　上

28
スーパーヴィジョ

　心理臨床の研修にとって不可欠な体験として、スーパーヴィジョンがある。個人スーパーヴィジョンとグループスーパー

買Bジョンの比較、スーパーヴァイザーの選び方や、’スーパー
買Bジョンの料金、期間について。さらに個人分析との異同についても述べる。

滝口　俊子 滝口　俊子

29

トピックス：心理

ﾕ床の現場から
鼇Eエイズカウ
塔Zリング

　今回のトピックスでは、いわゆるエイズカウンセリングにあたっている心理臨床の現場を紹介したい。仕事の困難さ・日頃

怩ｶていること・いわゆるエイズ患者やHIVウィルス感染者の方々に教えてもらったことなどが紹介される予定である。 大場　　登

大場　登

Qスト：

ｬ島　賢一
i荻窪病院
潔t科）

30
おわりに：講師か
轤ﾌメッセージ

　心理臨床の世界は、広大な裾野と、底知れぬ深さを持っている。それだけに、確かに非常にやりがいのある職業分野であると共に、一歩間違えれば、いわゆるセラピスト側もがのみこまれてしまう危険と隣り合わせであるのも事実である。このことは、医学や法律学等、生きた人間と真っ向から接する学問分野・専門職業分野の宿命と言えるかもしれない。最終回は、滝口と大場から、今後さらに心理臨床の勉強を続けてゆく人々へ

ﾌメッセージを送りたい。

滝口　俊子

蜿黶@　登

滝口　俊子

蜿黶@　登
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＝心理学研究法同論（’02）＝（R）

〔主任講師 鐘　幹八郎（京都文教大学教授）〕

全鯉総の中でも、特に臨床心理学研究の騰さと重難について解説する．臨床鯉学においては、プライヴァ

シーの問題および研究から得られる公共性との両立と相克が重要なテーマである。これらについて留意しながら・心理

学研究法、なかんずく臨床心理学研究法について解説する。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1

心理学および臨床
S理学の領域と研
?@

　臨床心理学の領域を五つの領域、すなわちカウンセリング・
S理療法・アセスメント・家族・コミュニティおよびグループ
ﾉ分けて考える。研究として重要なことは、まず何を知りたい
ｩを明らかにすることである。研究の目的が明らかになれば、
ｻれをどのように達成するかという方法がおのずから明らかに
ﾈるはずである。臨床心理学研究の特徴として、第一プライバ
Vーや倫理的な問題をいつも頭に置いておくこと、第二に臨床
o験が研究を左右する特徴があることを十分理解しておくこ
ﾆ。

鐘　幹八郎
i京都文教
蜉w教授）

鑛　幹八郎
i京都文教
蜉w教授）

2 研究法の背景

　心理学研究法には個性記述（現象記述）的なアプローチと、
@則定立的なアプローチがある。そして、自然科学の実証モデ
汲�∠pした数量化が重視されている。そこには、各事象が独
ｧして発生し、しかも内容が等質であるという単純なモデルが
賰bとなっている。臨床心理学の研究においてもこのモデルが
d要であることはいうまでもないが、臨床事例はくりかえしで
ｫない、個別のものであるため特別なアプローチが必要とな
驕B

名取　向自
i京都文教

蜉w助教
�j

名取　白白
i京都文教

蜉w助教
�F）

3
研究法①

ﾊ接法

　具体的な研究法として、これから六つの方法を説明する。面
ﾚ法をつかった研究法とはどのようなものであろうか。ここで
ﾍ代表的な面接法であるアイデンティティ・ステイタス研究と
ｬ人愛着面接を通して面接法による研究の意義と特徴を説明す
驕B

平井　正三
i京都光華
落q大学助
ｳ授：）

平井　正三
i京都光華
落q大学助
ｳ授）

4
研究法②

ﾏ察法

　観察法による研究法を説明する。観察することによってどの
謔､に臨床的な資料を収集することが可能であるか、乳幼児の
齊q相互作用の研究を通してその意義と特徴を説明する。

同　上 同　上

5
研究法③
ｿ問紙調査法

　現在数多くの質問紙が作られているが、主としてリッカート
@による質問紙の構成法について解説する。また、臨床場面で
gわれる質問紙法や性格検査も紹介する。

香川　　克
i京都文教

蜉w助教
�j

香川　　克
i京都文教

蜉w助教
�j

6
研究法④

渇f法

　投映法の特徴を、質問紙法や面接法など他の方法と比較しな
ｪら説明し、その意義について考察する。代表的な投映法につ
｢て述べ、それらを用いた研究（あるいは、投映法自身に関す

骭､究）について紹介する。

中村　博文
i京都文教
蜉w講師）

中村　博文
i京都文教
蜉w講師）
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名〉 （所属・職名）

臨床心理学においても、実験による研究は重要である。その

7
研究法⑤

ﾀ験法

古典的一例として、ユングによる言語連想実験をとりあげ、心
搖w的事実を明らかにするための数量化の意義について解説す
驕Bまた、実験研究を実施する際の基本概念（実験：群・統制群

名取　琢自 名取　琢自

など）についても説明する。

事例研究法は臨床心理学において最も重要な研究法のひとつ
であるが、この方法が実際にはどういうものなのかは意外に知

8
研究法⑥
沫瘡､究法

られていない。本位では、知識伝達と技術習得のちがい、概念
I知識と手続き的知識のちがいに注目しながら、臨床の場にお 同　上 同　上

いて人間を統合的にとらえる実践的方法として洗練されてきた
この事例研究法の意義と限界について検討したい。

ここから講義の内容は各領域での研究法の適用に焦点をあて
る。本町では、カウンセリング・心理療法における研究のト

領域と研究法① ピックとして、以下のテーマを取り上げたい。
9 カウンセリング・ 「診断・見立ての妥当性」　「変容のプロセス」　「技法の比較」 鐘　幹八郎 鑛　幹八郎
心理療法 「面接者とクライエントの相互作用」　「治療者・クライエント

の内的イメージ」　「夢の変容」　「スーパーヴィジョン」　「教育
分析」

臨床心理学におけるアセスメントについて説明し、その必要

10
領域と研究法②
Aセスメント

性を述べる。アセスメントの諸方法を紹介したうえで、それらの妥当性について考える。またアセスメントそのものの妥当性

中村　博文 中村　博文
検証について述べる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

近年、家族のあり方の急激な変化にともない、システムズ・

11
領域と研究法③

ﾆ族
アプローチ、構成的アプローチ、そのほか、様々な新しい視点が提案されている。これらの見方を資料的に具体化するための

鑛　幹八郎 鑛　幹八郎
研究法について述べる。

12

領域と研究法④コミュニティ・ア

vローチ

　近年、学校や地域社会における心の問題が社会的に関心を集めている。臨床心理学はこの領域に様々な接近を試みている。その接近法から明らかにされる諸側面を、これまで述べた研究法を通して説明する。

香川　　克 香川　　克

13

領域と研究法⑤

Oループ・アプ
香[チ

　グループを利用して、個人の成長や適応に資する活動が広い
ﾌ域で活発に適用されており、グループアプローチ・集団心理
ﾃ法などと呼ばれている。これらの活動の意義や特徴をらかに
ｷる研究法について解説する。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名

i所属・職名）
講　師　名
i所属・職名）

14

領域と研究法⑥
搓∮Iな理解の必

v性

　今回と次回の二回にわたって、研究法と臨床心理学の領域の
竭閧�ﾄ考する。研究法は研究目的によって決まること、臨床
S理学においては統合的な理解が不可欠であることなど、これ
ﾜでの研究法の講義をふりかえって再述する。

鎗　幹八郎 鑛　幹八郎

臨床心理学研究法のまとめとして、研究の難しさと重要性に
ついて述べる。難しさに関しては、プライヴァシーや倫理の問

15

総括：臨床心理学
､究の難しさと重

題がかかわってること、クライエントの福祉がかかわっている
ｱとがあげられる。重要性については、研究によって臨床的な 同　上 同　上

要性について 活動が公共の知識として蓄積されること、さらに、人間存在に
おける臨床の「知」という問題について貢献することができる
ことを解説する。
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＝社会心理学三論（’02）＝（TV）
　　　一人格・社会・文化のクロスロードー

〔主任講師　：大橋　英寿（放送大学教授）〕

全体のねらい
　社会心理学は、パーソナリティ・社会・文化の3視点を有機的に統合して人間生活を理解しようとする・個人の発達
と時代史の交差上に展開する社会化過程を基底にすえて、パーソナリティ、社会、文化というビッグ・ワードの社会心
理学的意味を順次解説していく。それをふまえて、文化生態的環境変化の影響、異文化体験、ライフサイクルの変動・
エスニック・アイデンティティ、ヘルスケア・システムの多元性、シャーマニズムの癒し、非行・犯罪と被害者支援など
をとりあげる。そうすることで社会心理学が臨床心理学にとって不可欠な連携分野であることを理解し・両分野の接点

を多角的に探る。

回 テ　　・一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
社会心理学一人間科学の礎一

　社会心理学は、パーソナリティ心理学・社会学・文化人類学の
ﾚ合するところに位置する境界科学・学際科学である。それゆ
ｦに、活況をみせる一方で、この学問分野の定義、守備範囲、
､究法をめぐっては多種多様な立場が併存している。この錯綜
�ｵに整序をこころみ、マルチメソッドの必要性と、人間科学
ﾆしての方法論上の独自性を強調する。

大橋　英寿
i放送大学
ｳ授）

大橋　英寿
i放送大学
ｳ授）

2

社会化過程一発達と時代史の

�ｷ一

　人が文化規範を学習して社会の一員となっていく社会化過程
ﾍ、パーソナリティ心理学、社会心理学、社会学、文化人類学の
､通テーマである。社会化は幼少年期の受動的過程にとどまら
ｸ、ライフサイクル全体にわたる個性化の過程でもあり、さら
ﾉ既存の社会と文化を変容させる要件にもなりうる。その実例
�Vャーマンの成巫過程を通して理解する。

同　上 同　上

3
社会心理学とパー
¥ナリティ心理学

　パーソナリティ心理学と社会心理学という隣接する2つの立場
ｩら行われてきた「パーソナリティ」研究の史的展開について論
ｶ、両者の立場の違いについて解説する。その上でミシェルの
pーソナリティ研究批判に端を発する「人間一状況論争」を契機
ﾉ、パーソナリティ心理学と社会心理学が相互に理解を深め、新
ｽな研究動向へと収敏していく様相について論じる。

三毛　一也
i岩手大学
ｳ授）

堀毛　一也
i岩手大学
ｳ授）

4 他者との相互作用

　二者関係を中心に、自他のかかわりあいの様相を個体の認知
I側面を中心に解説する。具体的には、人が自らを含め周囲の
ｼ者や社会的状況をどのように認知し、知識・信念体系を築き
?ｰていく過程について論じたうえで、そうした認知的基盤を
烽ﾆに行われる、他者とのコミュニケーションの特質やコミュ
jケーション・スキルの問題について解説する。

同　上 同　上

5

集　団　過　程一社会心理学のア

vローチの意味一

　「集団の優位性vs．個人の無力性」という対比にひそむ問題点
�ｾらかにし、集、団状況と孤立状況の相違点を詳述する。二者
ﾖ係から多数者の組織的関係までの集団的影響関係を整序し、
ﾀ定した状況下にある「集団」のもつ特徴を明らかにする。目
Wの共有、成員性、凝集性、組織性、持続性などの特徴がもた
轤ｷ諸問題（集団残慮、集団極化、服従）をとりあげる。

細江　達郎
i岩手県立
蜉w教授）

細江　達郎
i岩手県立
蜉w教授）
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

6
集団状況における

ﾂ人

　行動は人と状況との関わりで生起すると捉える社会心理学の
挙_を解説する。自分をどのようにカテゴリー化するか、集団
Jテゴリーにどう自我関与するのかが、行動の具体的な選択を
綷?ﾃける。集団規範の施行、役割の調整など、複数の集団へ
ﾌ関与の適応・不適応・無適応関係を理解する。集団状況の課
閧ﾆして、社会的促進、行動の不活性、同調、社会的手抜き、
�ｵの過小評価などを解説する。

細江　達郎 細江　達郎

7

文化生態的環境の
ﾏ化と子どもの心

g

　身体が食物を摂取・吸収することで成長していくのと同じ
ｭ、子どもの脳は感覚入力を糧として成長していく。感覚入力の種類や量は、子どもがどのような環境で育っているかで変

墲ﾁてくる。戦後の日本においては、高度成長期とビデオゲー
?ｪ普及した1980年代後半の2回、子どもの育つ環境は大きく
ﾏわった。こうした環境の変化が子どもの心身にどのような影
ｿを与えているかについて論じる。

箕浦　康子
iお茶の水
落q大学教
�j

箕浦　康子
iお茶の水
落q大学教
�j

8
異文化体験と系ト

激X

A

　ある社会に適合的な文化の衣をまとった人が、別の文化圏へ
ﾚ動した時にはどのようなことが起こるのか。子どもは、育ちの場に充満している文化的意味を、自己流に内に取り込み、文

ｻの衣（意味空間）をまとうことで、その社会の一人前の成員となっていく。文化的背景を異にする人々の問でなぜディスコ

~ュニケーションが発生しやすいのかなどについて、事例を交
ｦながら検討する。

同　上 同　上

9
社会変動とライフ

Tイクル

　個人の発達過程は、社会文化的な文脈との出会いで、意味や展開、限界が変容する。具体例を職業的社会化過程の長期の追跡調査で見ていく。1960年代の高度成長期に地方の中学校で卒業期を迎えた青年の多くが選んだ進路に都市就職があった。か

黷轤ｪ成人期を迎え、さらに老年期を展望するいま、職業生活
ﾍどのような変遷をたどったのか。時代史と個人史の交差を社
?S理学的に検証する。’

細江　達郎 細江　達郎

10
南米移民の生活ス
gラテジー

　国境を越えて移動する「国際移動民」が地球的規模で増加している。日本でも近年、外国人労働者が増え、1990年の入管法改正以降はブラジル、ペルー、アルゼンチン、ボリビアなどの

卲n人の出稼ぎ者が急増し、一時的出稼ぎから定住志向まで生
?`態が多様化してきている。南米日系人の生活ストラテ
Wー、日本体験に伴う二世・三世のエスニック・アイデンティティの変容を事例をあげて解説する。

大橋　英寿 大橋　英寿

11

ヘルスケア・シス
eムと住民の対処
s動

　心身の不調に気づたからといって、病院へすぐ出向くとはか
ｬらない。現代医療にのみ頼るわけでもない。病者と家族のと
髑ﾎ処行動を理解するには、〈疾病〉とく憎い〉、〈治療〉と
ｭ癒し〉の複眼的視点とともに、民間セクター・専門職セク
^ー・民俗セクターがオーバーラップする地域のヘルスケア・
Vステム全体を視野にいれる必要性を、フィールドワークの知
ｩにもつづいて検証する。

同　上 同　上

．一一@1　6　4一



回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

12

癒しの伝承　　　　　　、一シャーマニズム

　人類最古の治療者と目されるシャーマンが現在も世界各地で
?�ｵている。人々のシャーマン的職能者への依存の実態は、
纓ﾃ従事者には見えにくいが、クライエントがとる対処行動の
ｩ過ごせない一面である。土着コスモロジーを背景にした信仰
｡療は自然界や宇宙との調和にもつづくホーリスティクな治療法
ﾆして注目される。沖縄のシャーマン「ユタ」の病因論と治療
V礼を通してその一端を紹介する。

大橋　英寿 大橋　英寿

13 青少年非行問題

　犯罪の原因論は、人を犯罪に向かわせる要因をとらえようと
ｵ、青少年非行の場合、当の少年にのみ焦点が当てられてき
ｽ。非行行動は社会関係で生起する。当事者の研究だけでは、
竭閧ﾌ理解も解決もできない。人間の行動を社会的文脈の中で
ｨえる視点が不可欠である。一つの研究例を取り上げて、非行
ﾌ問題へ社会心理学的に接近することの重要性を解説する。

菊池　武剋
i東北大学
ｳ授）

菊池　武剋
i東北大学
ｳ授）

14
被害者の社会心理

w

　犯罪・非行は、加害者・被害者・第三者の相互影響関係の中
ﾅ発生する。加害者をとらえるだけでは説明できない。被害者
ﾉ注目することで、加害者・被害者の関係、犯罪・非行場面の
ﾍ動が理解できる。犯罪類：型ごとの加害者・被害者の特性か
轣A犯罪・非行の発生と予防についての知見も得られる。　「被
Q者支援」は被害者にとって必要なだけでなく、加害者の更
ｳ・矯正にとっても大きな意味をもつ。

同　上 同　上

15
社会心理学と臨床
S理学の接点

　臨床的問題の発生過程と解決は個人の生きてきた社会文化的
w景を抜きには理解できないであろう。カウンセラーとクライ
Gントの対話である「心理臨床の場」そのものが心理一社会的リ
Aリティで構成されていく。とすれば、臨床心理学者にとって社
?S理学の知識は不可欠であろう。両分野の接点と相互交流の
ﾝり方を模索する。

細江　達郎
細江　達郎

蜍ｴ　英寿
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＝・ ﾆ族心理学三論（’02）＝（R）
　　　　一システムとしての家族を考える一

〔主任講師：鼻口憲治（東京大学教授）〕

全体のねらい
　未曾有の変革期にある家族をとりまく心の危機の深層を解明し、具体的かつ効果的な対応策についての理解を深める
ことをねらいとする。家族臨床心理学は誕生まもない学問であり、また狭義の臨床心理学の枠にとどまら塗い多面的な
問題群を抱えている。近接する学校教育、医療看護、介護福祉、産業労働・司法矯正・生涯発達・ジェンダー論など・
数：多くの専門領域の壁を超え、現代家族を総合的視野から理解し、支援するための知的基盤を提供する。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名

i所属・職名）
講　師　名
i所属・職名）

1
家族臨床心理学へ

ﾌ招待

　家族療法と家族心理学が融合することによって生まれた家族
ﾕ床心理学という専門領域が果たすべき役割やその基本的概念
｢ついて解説する。家族を根源的な人間システムとしてとらえ
髣ｧ場から、家族の心の危機への効果的な対応を探る。

亀口　憲治
i東京大学教
�j

亀口　憲治
i東京大学教
�j

個人の成長や発達については、新生児期から老年期までを含

2
生涯発達から見た
ﾆ族危機

む生涯発達の枠組みでとらえることが必要とされるようになっ
ｽ。家族システムも、発達段階ごとに独特の発達課題を乗り越

同　上 同　上

えていかねばならない。主要な家族危機について解説する。

ストレスの多い現代社会において、精神保健の果たすべき予

3
精神保健と家族の
�

防的役割が次第に強調されつつある。なかでも、家族が与える
e響力の大きさについては、病因論と治療論の両面から指摘さ
黷ﾄいるところである。最新の注目すべき研究成果を紹介す

同　上 同　上

る。

4
児童福祉における
ﾆ族の役割

　児童虐待の増加は、近年大きな社会的関心を集めるように
ﾈった。なぜ、実の親がわが子を虐待するのだろうか。児童虐
ﾒに見られる親子間、あるいは家族内の病理の発生メカニズム

同　上 同　上

について分析し、その効果的な対応策についても検討する。

5

看護・介護と家族
Rミュニケーショ

　高齢化の急速な進行は高齢者だけではなく、その家族の問題
ﾅもある。看護や介護に当たる家族員相互のコミュニケーショ
唐ﾌ問題は、ヘルパーなどの援助者が良質のケアを提供するう

同　上 同　上

ン えでも、軽視することができない課題である。

子どもの心の問題を解決するためには、学校と家族の連携が

6

学校と家族の連携一システム論の視 不可欠だといわれてきた。しかし、現実には、むしろ両者の対
ｧを示す風潮の方が優勢ではなかっただろうか。本講では、両 同　上 同　上

点から 者をつなぐ父親の役割や先駆的な各地の実践例について解説す
る。

7
非行問題と家族の

ﾖわり

　非行の背景に家庭環境の要因があることは以前から指摘され
ﾄきたことである。最近では、17歳の凶悪事件の多発に社会的
ﾖ心も高まっている。非行の発生や予防の観点から、家族の関

墲閧�ﾄ考し、主要な問題点を整理する。

同　上 同　上
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回 テ　　・一　　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8
家族に優しい職場
ﾌ創造

　能率や効率のみを重視した職場の労働環境が、個々の家族のささやかな引攣を奪ってきた現状を否定することはできない。21世紀の日本の職場が、家族に優しいものとなるか否かは、少子化の進行を食い止めるためにも緊急の課題である。

亀口　憲治 三口　憲治

9
家族心理臨床の基

b

　家族に関わる臨床の実践のために、理論と技法が構築されてきている。本講では、家族に関わる基本とも言うべき、臨床家の姿勢について実例を通して述べる。家族心理アセスメント、真の傾聴・受容・共感、クライエントと臨床家との関係性、家族の成長力への畏敬や家族崩壊への配慮にふれる。

同　上 同　上

10
家族療法の歴史と

攪_

　1950年代に登場した家族療法の歴史を概観し、その理論がほぼ半世紀を経て、どのように形成され、今日に至っているかを簡潔に紹介する。個人の内界に注目する従来の心理臨床との対比や、両者の相補的関係や統合の可能性についても述べる。

同　上 同　上

11
家族療法の技法と

ﾀ践

　家族療法の技法の発展はめざましく、わが国でも不登校や摂食障害、家庭内暴力などの心理的問題の解決に顕著な効果をあげつつある。　「ジョイング」や「リフレーミング」などの代表的な技法について具体例を示しながら平易に解説する。

同　上 同　上

12

家族療法の事例に

wぶ1一不登校問
閧ﾌ解決

　全国で13万人を超す不登校児の問題を解決する有効な決め手はまだ見つかっていない。この問題に家族全員で取り組むことによって解決しようとする家族療法の実践事例を解説する。

同　上 同　上

13

家族療法の事例に

wぶH一家庭内暴
ﾍと非行問題の解 同　上 同　上

14
夫婦療法の理論と

ﾀ際 同　上 同　上

15
家族の未来と可能

ｫ

　核家族はさらに分裂を進めて、多様な形態の「家族」が出現しつつある。現代家族は、家族進化の岐路に立たされているのだろうか。最終回となる本四では、家族の未来像を展望するうえで参考になる魅力的な話題を多数紹介したい。

同　上 同　上
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　この冊子に掲載した講義内容のうち、最新の開設年次の科

目は、教材の原稿等を作成する時点で主任講師等が執筆して

おり、実際に印刷教材及び放送教材を制作する時点で内容等

を組み替えていることもあり、必ずしも最終的な印刷教材・

放送教材と一致していない部分がありますので、ご容赦くだ

さい。




